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新宿区男女共同参画情報誌

30周年記念特集号
男女共同参画推進センター 男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。

仕事も暮らしも楽しむ。
そんなあなたを応援する情報誌です。

30年のあゆみ特集

P8 悩みごと相談室をご利用ください
P10 講座レポート
P11 ワーク・ライフ・バランス推進企業を

応募しています

P12 平成24年度男女共同参画フォーラム
～ともにすすもう！未来へ

P15 データ・ウオッチング

男女共同参画情報誌の創刊号 婦人情報センター落成式

開館当時の婦人情報センター全景

婦人情報センター開館記念講演
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男
女
共
同
参
画
情
報
誌

創
刊
３０
年
の
あ
ゆ
み

区
で
発
行
し
て
い
る
男
女
共
同
参
画
の
情
報
誌
は
、
１
９
８
３
年

１
月
「
婦
人
情
報
」
と
い
う
名
称
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
女
性
情
報
」「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
と
名
称
を
変
え
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
編
集
方
法
も
、
区
の
職
員
の
み
に
よ
る
も
の
か
ら
、
公
募
区

民
と
の
協
働
に
よ
る
編
集
委
員
会
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

区
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
と
い
う

情
報
誌
の
使
命
は
変
わ
る
こ
と
な
く
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
情
報
誌
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画
が
歩
ん
で

き
た
道
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１９８３．１「婦人情報」

１
月
に
２３
区
で
は
２
番
目
に
歴
史
の
あ
る
婦
人
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
新
宿

区
立
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
情
報
誌
「
婦
人

情
報
」
も
創
刊
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
、
気
軽
に
、
気
持
ち

よ
く
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
創
刊

号
の
表
紙
に
は
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
地
図
が
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。

表紙…新宿区立婦人情報センター
周辺の地図

男
女
共
同
参
画
情
報

男
女
共
同
参
画
情
報
誌誌

創
刊
創
刊
３０３０
年
の
あ
ゆ

年
の
あ
ゆ
みみ

創刊号

１９９８．６「ウィズ新宿」

女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
開
館
１５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
愛
称
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
に
決
定
し
ま
し
た
。「
ウ
ィ
ズ
」
は
英

語
の
w
i
t
h
（
～
と
と
も
に
）
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
女
性
情
報
セ
ン
タ

ー
が
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
な
る
に
ふ

さ
わ
し
い
と
い
う
理
由
で
応
募
総
数
１
２
１
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

情
報
誌
の
名
称
も
こ
の
号
か
ら
「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
と
な
り
、
紙
面
も
Ｂ
５
判

か
ら
Ａ
４
判
へ
と
読
み
や
す
い
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

表紙…新宿区の町並み～西新宿

№６３
１９９３．６「女性情報」

４
月
か
ら
行
政
用
語
を
「
婦
人
」
か
ら
「
女
性
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
併
せ
て
「
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
を
「
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
情
報
誌
の
名
称
も
こ
の
号
か
ら
「
女
性
情
報
」
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
年
の
「
女
性
情
報
」
で
は
、「
女
と
男
們
共
に
生
き
る
時
」
を

テ
ー
マ
に
昔
の
男
女
分
業
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

表紙…演劇博物館（西早稲田一丁
目～早稲田大学内）

№４３
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２００３．３「ウィズ新宿」

平
成
１５
（
２
０
０
３
）
年
１
月
「
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
開
館

１５

２０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
号
の
「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
で
は
、
袖
井
孝
子
さ
ん
（
お

茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
の
「
２０
年
を
振
り
返
っ
て
」
と
い
う
寄
稿
文

や
、
セ
ン
タ
ー
開
館
２０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
落
合
恵
子
さ
ん
の

記
念
講
演
等
の
模
様
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
紙
の
絵
は
橋
本
弘
子

さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
区
内
７６
ヵ
所
（

７６

７６
号
分
）
の
風
景
画
で
表
紙
を
飾
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表紙…新宿の風景（ウィズ新宿）

№８２
２００７．１０「ウィズ新宿」

「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
は
、
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
と
し
て
、
公
募
区
民
等
の
編

集
委
員
と
の
協
働
に
よ
り
年
３
回
の
う
ち
の
２
回
を
編
集
・
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
号
は
公
募
区
民
等
に
よ
る
企
画
・
編
集
第
１
号
で
す
。

「
家
事
か
ら
始
め
る
共
同
参
画
１
・
２
・
３
」
で
男
性
の
家
事
参
加
な
ど
家

事
を
通
し
て
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
特
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表紙…女性像（人の温もりが伝わる
開放的なビジュアルと鮮やかな色彩）

№９７

２００８．６「ウィズ新宿」

こ
の
号
で
情
報
誌「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」は
創
刊
１
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
創

刊
１
０
０
号
記
念
座
談
会
「
男
女
共
同
参
画
の
未
来
に
む
け
て
」
と
題
し
、

新
宿
区
長
、
新
宿
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
会
長
、
民
間
の
会
社
で
育
児
休

暇
を
取
得
し
た
男
性
社
員
の
方
な
ど
５
名
の
区
民
の
方
に
よ
る
座
談
会
の
模

様
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
が
平
成
１９
（
２
０
０
７
）
年

１９

１０
月
か

ら
開
始
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
制
度
に
よ
り
推

進
企
業
と
し
て
認
定
し
た
企
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

表紙…ここから変える、ここから
変わる

№１００
２００８．１０「ウィズ新宿」

こ
の
号
か
ら
、「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
の
表
紙
は
“
ま
る
”
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
号
は
“
ま
る
”
の
中
に
空
を
バ
ッ
ク
に
し

た
新
宿
の
高
層
ビ
ル
を
臨
ん
で
い
る
図
案
で
す
。
ま
た
「
女
の
更
年
期
・
男

の
更
年
期
～
と
も
に
い
き
い
き
暮
ら
す
た
め
に
～
」
を
特
集
し
、
社
会
的
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

表紙…新宿の超高層ビル群

№１０１
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西
暦

１
９
８
３
年

１
９
８
４
年

１
９
８
５
年

１
９
８
７
年

１
９
９
１
年

１
９
９
２
年

１
９
９
３
年

１
９
９
５
年

１
９
９
７
年

１
９
９
８
年

１
９
９
９
年

２
０
０
０
年

２
０
０
１
年


元
号

昭
和
５８
年

昭
和
５９
年

昭
和
６０
年

昭
和
６２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
７
年

平
成
９
年

平
成
１０
年

平
成
１１
年

平
成
１２
年

平
成
１３
年


区
の
施
策
と「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」の
事
業

１
月
「
新
宿
区
立
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
」
開
設

１
月
「
婦
人
情
報
」
創
刊

２
月

婦
人
総
合
相
談
を
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
に
移
設

３
月
「
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
第
２
次
新
宿
区
行
動
計
画
（
昭
和

５９
～
５９

６１
年
度
）」
策
定

３
月
「
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
第
３
次
新
宿
区
行
動
計
画
（
昭
和

６２
～
平
成
３
年
度
）」
策
定

２
月
「
新
宿
区
社
会
福
祉
基
本
計
画
（
平
成
４
～
１２
年
度
）」
策
定

４
月
「
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
名

称
変
更

４
月

情
報
誌
「
婦
人
情
報
」
か
ら
「
女
性
情
報
」
へ
名
称
変
更

３
月
「
新
宿
区
社
会
福
祉
計
画
後
期
計
画
（
平
成
９
～
１２
年
度
）」

改
定

１１
月

一
般
公
募
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
に
決

定

４
月
「
新
宿
区
女
性
問
題
懇
談
会
」
を
「
新
宿
女
性
団
体
会
議
」
に

改
組

４
月

情
報
誌
「
女
性
情
報
」
か
ら
「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
へ
名
称
変
更

５
月

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座
開
始

６
月

性
と
生
の
講
座
開
始

３
月
「
新
宿
区
男
女
平
等
推
進
計
画
（
平
成
１３
～
１３

１９
年
度
）」
策
定

９
月

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
講
座
開
始


社
会
の
動
き

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
公
布

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
批
准

国国

「
育
児
休
業
法
」
公
布

国

国
連
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
に
関
す
る
宣
言
」
採
択

国
際

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
公
布
（「
育
児
休
業
法
」
改
正
）

国

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
改
正

国

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
公
布

国

「
東
京
都
男
女
平
等
参
画
基
本
条
例
」
公
布

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
規
制
法
」
公
布

都国

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」
公
布

国
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２
０
０
２
年

２
０
０
４
年

２
０
０
５
年

２
０
０
６
年

２
０
０
７
年

２
０
０
８
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

２
０
１
２
年

２
０
１
３
年

平
成
１４
年

平
成
１６
年

平
成
１７
年

平
成
１８
年

平
成
１９
年

平
成
２０
年

平
成
２１
年

平
成
２２
年

平
成
２４
年

平
成
２５
年

３
月
「
新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
公
布

４
月
「
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
」
へ
名
称
変
更

７
月

新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
発
足

１２
月

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
発
足

６
月

館
内
図
書
の
電
子
デ
ー
タ
化
と
区
内
図

書
館
と
の
相
互
貸
し
出
し
始
ま
る

４
月

情
報
誌
「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
編
集
委
員
公
募
開
始

１０
月

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
制
度
開
始

２
月
「
新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
（
平
成
２０
～
２０

２３
年
度
）」

策
定

４
月

子
ど
も
家
庭
部
男
女
共
同
参
画
課
設
置
（
組
織
改
正
）

４
月

セ
ン
タ
ー
開
館
日
の
変
更
（
月
曜
日
も
開
館
）

９
月

自
主
企
画
講
座
開
始

９
月

育
児
マ
マ
の
再
就
職
準
備
講
座
開
始

３
月

男
性
の
た
め
の
男
女
共
同
参
画
講
座
開
始

７
月

男
性
の
育
児
・
介
護
サ
ポ
ー
ト
企
業
認
定
モ
デ
ル
事
業
開
始

（
平
成
２４
年
度
よ
り
事
業
名
「
男
性
の
育
児
・
介
護
サ
ポ
ー

ト
企
業
応
援
事
業
」
に
変
更
）

７
月

若
者
応
援
講
座
開
始

１
月
「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
及
び
配
偶
者
等
暴
力
防

止
及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
（
平
成
２４
～
２４

２９
年
度
）」
策
定

１
月

Ｄ
Ｖ
啓
発
講
座
開
始

「
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
東
京
都
行
動
計
画
～
チ
ャ
ン
ス

＆
サ
ポ
ー
ト
２
０
０
２
」
策
定

都

「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
改
正
お
よ
び
同
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
策

定

国

「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策
定

国

「
東
京
都
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
」
策
定

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
改
正

都国

「
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
東
京
都
行
動
計
画
～
チ
ャ
ン
ス

＆
サ
ポ
ー
ト
２
０
０
７
」
改
定

「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
改
正

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

憲
章
」「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
策

定

都国国

「
東
京
都
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
」
改
定

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正

都国

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

憲
章
」「
仕
事
と
生
活
の
調
和
促
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
改

定第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
閣
議
決
定

国国

「
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
東
京
都
行
動
計
画

チ
ャ
ン
ス

＆
サ
ポ
ー
ト
２
０
１
２
」
改
定

「
東
京
都
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
」
改
定

都都

女性への暴力根絶を願いパー
プルリボンを飾りました

男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
）
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ウィズ新宿と区の施策の３０年のあゆみを１０年ごとに区切って振り返ります。
また、未来の１０年を展望しました。

【昭和５８（１９８３）～平成４（１９９２）年】
◎婦人情報センター／婦人問題施策の時代
男女共同参画推進センター「ウィズ新宿」は、昭和５８

（１９８３）年に「婦人情報センター」としてオープンしました。
センターのオープンに先立って婦人関係施策が行政課題
として取り上げられるようになった背景には、国際婦人年
（昭和５０（１９７５）年）、国連婦人の１０年（昭和５１（１９７６）～
６０（１９８５）年）、女子差別撤廃条約（昭和５４（１９７９）年国連
採択、昭和６０（１９８５）年日本採択）などの国際社会におけ
る行動の高まりがあります。新宿区では、このような国際
社会の取り組みに呼応して、昭和５３（１９７８）年から、婦人
関係施策への取組みを始めました。昭和５６（１９８１）年には、
「婦人問題解決のための新宿区行動計画（計画期間：昭和
５６（１９８１）～平成２（１９９０）年度）」を策定し、『男女平等
の実現』、『婦人の社会参加』及び『福祉の向上と健康の保
持』の３つの目標を掲げ、婦人問題解決に関する区の基本
方針とその施策を体系化しましました。
センターのオープンは、婦人の地位向上を目指す拠点と
して、関係者の念願が結晶したものということができます。

【平成５（１９９３）～１４（２００２）年】
◎女性情報センター／男女平等施策の時代
平成５年には、行政用語として使用していた「婦人」を
「女性」に変更し、センターの名称も「女性情報センター」
に改められました。また、平成９（１９９７）年には一般公募
により、センターの愛称が「ウィズ新宿」に決定しました。
区の施策は「社会福祉計画（計画期間：平成４（１９９２）
～１２（２０００）年度）」に統合されましたが、その後「男女平
等推進計画（計画期間：平成１３（２００１）～１９（２００７）年度）」
に受け継がれました。
平成１１（１９９９）年には「男女共同参画社会基本法」が制
定され、施策の位置付けが「男女平等」から「男女共同参
画」に展開しました。同法の前文にあるように、男女共同
参画社会の実現とは、「少子高齢化や経済の成熟化など社

会経済の急速な変化
に対応する上で、男
女が互いにその人権
を尊重しながら責任
を分かち合い、性別
にかかわりなく、そ
の個性と能力を十分
に発揮する」ことで
あり、「２１世紀の最
重要課題」と位置付
けられたのです。

【平成１５（２００３）～２４（２０１２）年】
◎男女共同参画推進センター／男女共同参画施策の時代
区は、区民、事業者及び地域団体と協働して男女共同参

画社会を実現するため、平成１６（２００４）年に「新宿区男女
共同参画推進条例」を制定し、基本理念や区、区民、事業
者及び地域団体の責務など男女共同参画推進施策の基本と
なる事項を定めました。また、男女共同参画推進施策の拠
点施設として、センターの名称を「男女共同参画推進セン
ター」に改めました。さらに、この条例に基づく基本計画
として「男女共同参画推進計画（第一次計画：平成２０（２００８）
～２３（２０１１）年度、第二次計画：平成２４（２０１２）～２９（２０１７）
年度）」を策定し、男女共同参画推進施策を総合的かつ計画
的に実施することとしました。
この基本計画では、はじめてワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）の推進が行政課題としてとりあげら
れました。また、第二次計画は、「配偶者等暴力防止及び被
害者支援基本計画」としても位置付けられ、人権尊重とし
ての配偶者等からの暴力の防止が重要課題として位置づけ
られました。

【平成２５（２０１３）～３４（２０２２）年】
◎ウィズ新宿４０年目に向けて
これからの１０年は、男女共同参画は理念の普及から実行

の段階に進むことが予想されます。このなかで、男女共同
参画推進センターの役割は、男女共同参画社会の実現に向
けた様々な主体の行動に結びつくような情報提供及び支援
を行うことが重要になってきます。
特に、ワーク・ライフ・バランスの推進は、男女共同参

画社会を実現するための鍵となる取り組みです。育児や介
護などの家庭生活やさらには地域活動について、男女とも
固定的な性別役割分担にとらわれず、仕事との両立を図る
ことがますます必要になってきます。そのために、中小企
業などの職場におけるワーク・ライフ・バランス推進の取
り組みを支援するため、先行的取り組み事例の紹介や研修
機会の提供などが男女共同参画推進センターの機能として
求められるでしょう。
また、配偶者等からの暴力防止対策についても、男女共

同参画推進センターは、講座などの啓発のほか、被害者の
個別の状況に応じて必要な支援を関係機関との連携のもと
相談から自立まで切れ目なくできるよう調整する機能を担
っていくことが課題となります。
男女共同参画推進センターは、３０年の歴史を踏まえ、ま

た時代の変化に対応しながら、人権を尊重し多様性を互い
に認め合う男女共同参画社会実現への取り組みの拠点とし
ての役割を担っていきます。

区区の取り組みとウィズ新宿の３０年、
そして４０年目に向けて

区の取り組みとウィズ新宿の３０年区の取り組みとウィズ新宿の３０年、、
そして４０年目に向けそして４０年目に向けてて



WithShinjukuNo.1157

村
田

晶
子

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

会
長

新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
３０
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推

進
会
議
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

第
１
次
、
第
２
次
の
「
新
宿
区
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
」
の
作
成
に
携

わ
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
新
宿
区
は
、
基
礎
自
治

体
と
し
て
早
く
か
ら
職
場
と
家
庭
や

地
域
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め

の
施
策
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
の
推
進
力
と
な
り
、
企
業
や

事
業
主
対
象
の
行
動
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東

日
本
大
震
災
後
は
、
防
災
、
減
災
を

目
指
し
て
危
機
管
理
に
取
り
組
む
中

で
「
女
性
の
視
点
」
を
取
り
入
れ
た

避
難
所
運
営
の
あ
り
方
の
検
討
に
着

手
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み

を
な
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
０
年
９
月
の
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
（A

sia-Pacific
Econom

ic
C

ooperation
）
の
一
環
で
あ
る
Ｗ
Ｌ

Ｎ
（W

om
en

Leaders
N
etw

ork

）

日
本
開
催
に
際
し
て
、
新
宿
区
と
早

稲
田
大
学
、
内
閣
府
、
男
女
共
同
参

画
推
進
連
携
会
議
の
主
催
で
、
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
早
稲
田
大
学
の

学
生
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
機
会

で
あ
り
ま
し
た
。

委
員
を
務
め
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

に
様
々
な
機
会
に
巡
り
合
う
こ
と
が

で
き
、
私
自
身
も
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
す
と
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
は
、
男
女
双
方
は
も

ち
ろ
ん
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
障
が

い
者
に
と
っ
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
多
様
性
と

人
権
を
尊
重
し
あ
う
人
間
ら
し
い
社

会
を
創
り
だ
す
営
み
で
あ
り
、
そ
れ

は
、
旧
来
の
価
値
観
を
共
に
問
い
あ

い
、
学
び
合
う
社
会
の
実
現
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
ま
ち
の
な
か
で
、
会

社
で
、
あ
る
い
は
家
庭
や
学
校
教
育

の
場
で
、
そ
れ
ら
の
学
び
合
い
を
積

み
重
ね
る
原
動
力
と
し
て
、
新
宿
区

の
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」
は
役
割
を
果
た
し

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
規
模
災
害
等
も
想
定

さ
れ
て
い
る
今
日
、
女
性
や
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
と
っ
て
の
災
害
時
の
援
助

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

男
女
共
同
参
画
や
男
女
平
等
、
多
様

性
を
視
点
と
し
て
掲
げ
て
い
る
セ
ン

タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
非
常
に

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
福
島
県
男
女
共
生
セ

ン
タ
ー
の
研
究
事
業
を
受
託
し
て
、

女
性
支
援
や
地
域
活
動
支
援
者
の

「
支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
支
援

者
の
方
々
が
震
災
直
後
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
・
活
動

に
携
わ
り
、
そ
の
と
き
ど
の
よ
う
な

課
題
を
抱
え
、
そ
の
困
難
を
ど
の
よ

う
に
越
え
て
き
た
の
か
を
お
聴
き
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
、
支

援
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
た
め
の

方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
、
女
性
の
視
点
や
人
権
尊
重
を
掲

げ
て
各
地
の
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
や

女
性
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
た
役
割
に

は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
生

活
に
密
着
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
ら
よ
い
の
か
、

改
め
て
共
に
考
え
あ
う
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

３０
年
の
意
義
を
ふ
り
返
り
つ
つ
、

日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
人
権
を
根
づ

か
せ
る
拠
点
と
し
て
、
区
の
内
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
人
の
つ

な
が
り
や
物
的
資
源
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
役
と
し
て
機
能
を
発
揮
し
て

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
新
宿
」３０
周
年
に
寄
せ
て
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●
月
曜
日

村
中
知
恵
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

ど
ん
な
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
る
ん
で
す
か
。

何
か
ら
話
せ
ば
い
い
の
か
、
と
前
置
き
を
し
て

か
ら
話
を
始
め
ら
れ
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
当
相
談
室
を
紹
介
し
つ
つ
お
話
を
伺
っ

て
い
き
ま
す
と
誰
に
も
相
談
で
き
ず
一
人
で
悩

み
続
け
、
よ
う
や
く
思
い
切
っ
て
電
話
を
し
て

こ
ら
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
す
ぐ
に

解
決
で
き
な
く
て
も
、
ず
っ
と
自
分
の
中
に
閉

じ
込
め
て
き
た
こ
と
を
、
言
葉
に
し
て
話
せ
た

こ
と
で
問
題
を
見
通
せ
る
よ
う
に
な
ら
れ
ま
す
。

個
々
の
相
談
員
が
対
応
で
き
る
こ
と
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
が
、
複
数
の
専
門
職
が
担
当
す
る

間
口
の
広
い
相
談
室
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

●
火
曜
日

伊
藤
惠
子
（
弁
護
士
）

夫
婦
の
問
題
、
離
婚
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

は
Ｄ
Ｖ
に
該
当
す
る
も
の
も
含
み
、
相
談
件
数

は
あ
い
か
わ
ら
ず
多
い
で
す
。
し
か
し
、
相
談

の
四
分
の
一
を
し
め
て
い
た
も
の
が
、
昨
年
度

は
２
割
と
減
り
、
家
族
の
こ
と
に
関
す
る
も
の

が
、
３
割
近
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
相
続
問

題
も
多
い
で
す
が
、
親
族
の
介
護
・
後
見
に
関

わ
る
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
離
婚
後
の
子
と

の
面
会
交
流
に
つ
い
て
の
相
談
も
あ
り
、
子
の

福
祉
の
面
か
ら
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
こ
じ
れ
た
関
係
に
お
け
る
実
現
に
困
難

な
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。
相
談
の
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
面
接
相
談
の
た
め
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
御
理
解
下

さ
い
。

●
火
曜
日

植
草
美
穂
（
弁
護
士
）

法
律
相
談
は
相
談
者
と
面
談
に
お
い
て
資
料

を
見
た
上
で
事
情
を
聴
く
も
の
で
あ
り
、
電
話

で
法
律
的
な
相
談
を
受
け
る
の
は
な
か
な
か
難

し
く
、
ま
た
、
悩
み
事
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
、

な
ど
意
見
を
求
め
ら
れ
る
の
も
あ
り
、
回
答
致

し
か
ね
る
御
相
談
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
相

談
で
き
る
人
が
い
な
い
と
か
、
ま
た
ス
ト
レ
ス

を
た
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
相
談
さ
れ
る
方

結
構
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
現
代
社
会
を
反
映
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
の
で
、
回
答
が
難
し
い
案

件
で
あ
っ
て
も
、
御
相
談
は
で
き
る
だ
け
お
聞

き
す
る
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
水
曜
日

寺
戸
由
紀
子
（
元

家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に
加
え
て
い
た
だ
い
て

か
ら
十
四
年
た
ち
ま
し
た
。
い
つ
で
も
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
電
話
で
き
る
、
匿
名
で
よ
い
と
い

う
気
易
さ
、
そ
れ
に
応
答
が
親
切
で
じ
っ
く
り

聴
い
て
く
れ
る
（
自
画
自
賛
！
）
こ
と
が
知
れ

わ
た
っ
て
い
る
せ
い
か
、
相
談
は
絶
え
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
離
婚
に
ま

つ
わ
る
悩
み
、
家
裁
の
調
停
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
い
う
相
談
が
圧
倒
的
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
普
及
し
た
せ
い
か
、
基
礎
知
識
を
持
っ
て
い

て
、
一
歩
突
っ
こ
ん
だ
鋭
い
質
問
を
す
る
人
が

増
え
て
来
た
印
象
を
持
ち
ま
す
。
特
に
女
性
の

独
立
し
た
生
き
方
に
つ
い
て
の
悩
み
が
語
ら
れ

る
と
こ
ち
ら
も
は
り
き
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
①

ま
た
相
談
内
容
は
時
代
の
動
き
を
反
映
し
て
お

り
、
時
の
話
題
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
ま
す
か
ら
、

う
か
う
か
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
）（
②
近
年
、

男
性
が
相
談
員
に
加
わ
っ
た
せ
い
か
、
男
性
か

ら
の
相
談
が
ぽ
つ
ぽ
つ
あ
ら
わ
れ
た
の
も
時
代

の
風
潮
で
し
ょ
う
か
）。

●
水
曜
日

小
林
赫
子
（
元

家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

ウ
ィ
ズ
新
宿
で
相
談
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
て
久
し
い
の
で
す
が
、
身
近
な
相
談
相
手
に

な
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

特
に
電
話
相
談
で
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
「
こ
ん

な
こ
と
で
？
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
自
分
で
は
判
断
が
出
来

ず
、
さ
り
と
て
誰
に
訊
く
こ
と
も
で
き
な
い
と

き
、「
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
迷
っ
た
と

き
、
受
話
器
を
取
っ
て
み
て
い
た
だ
け
る
の
は

嬉
し
い
こ
と
で
す
。
電
話
が
終
わ
っ
た
時
ほ
っ

と
一
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
相
談
を
心

掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
木
曜
日

田
中
弘
子
（“
性
と
生
”
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

個
々
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
社
会
的
性
別

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
問
題
、
家
族
を
め
ぐ
る

様
々
の
問
題
を
中
心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
最

近
の
傾
向
―
く
す
り
や
や
く
ざ
の
経
験
、
貧
困
、

子
ど
も
へ
の
深
い
想
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
の

捉
え
か
え
し
…
そ
の
内
奥
、
深
層
に
ふ
れ
、

個
々
の
意
思
を
活
か
す
べ
く
、
解
決
に
む
け
た

道
を
「
と
も
に
模
索
す
る
一
瞬
一
瞬
の
と
き
」

を
ま
す
ま
す
き
び
し
く
意
識
し
て
い
ま
す
。

課
題
は
何
か
／
領
域
の
足
跡
や
到
達
点
を
ふ

り
返
り
、
視
点
の
拡
が
り
を
も
と
め
て
／
時
に

他
の
関
係
や
他
領
域
の
意
見
と
連
携
を
心
し
、

な
お
、
自
身
の
／
頭
と
体
を
全
力
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
準
備
で
す
。

●
金
曜
日

髙
久
洋
子
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

私
は
長
く
病
院
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
働
い
た
経
験
か
ら
、
医
療
・
福
祉
・
介
護

関
係
に
い
く
ら
か
詳
し
い
程
度
で
す
か
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
る
方
は
具
体
的
な
情
報
を
求
め
て

く
る
方
よ
り
、「
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
釈
然
と
し
な
い
」
ま
た
は
、
人
間
関

係
に
お
い
て
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

？

な
ぜ
自
分
は
理
解
さ
れ
な
い
の
か
？
」
と

ど
う
考
え
て
も
堂
々
巡
り
で
抜
け
出
せ
な
い
、

と
い
う
方
の
ご
相
談
が
多
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

人
に
話
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

気
づ
き
が
あ
っ
た
り
、
違
う
方
向
か
ら
別
の
景

色
が
見
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
も
の
で
す
。

相
談
者
と
相
談
員
が
一
緒
に
落
と
し
ど
こ
ろ
を

探
す
時
間
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
相
談
し

て
よ
か
っ
た
、
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
い
て
終
わ

れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

●
金
曜
日

武
山
ゆ
か
り（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
？
」と
い
う

相
談
か
ら
最
近
は
「
私
は
こ
う
考
え
ま
す
、
間

違
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
共
感
や
承
認
を

求
め
る
内
容
の
方
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
「
こ
う
行
動
し
て
み
ま
し

た
」「
あ
そ
こ
に
聞
き
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
」

「
○
○
に
受
診
し
ま
し
た
」
な
ど
不
安
を
持
ち

な
が
ら
も
自
ら
動
く
こ
と
が
出
来
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
同
じ
方
が
毎
回
同
じ
怒
り

を
電
話
に
ぶ
つ
け
て
来
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

心
の
病
理
を
受
け
止
め
る
場
所
の
ま
だ
ま
だ
少

な
い
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。「
悩
み
事
相

談
」
が
不
要
な
世
の
中
は
、
ま
だ
も
う
少
し
先

の
様
で
す
。

●
土
曜
日

原
田
静
枝
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

働
く
女
性
た
ち
は
、
自
身
が
選
ん
だ
職
業
と

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
幅
広
い
知
識
や
経
験
を
も
つ
相
談
員

が
、
悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
員
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

生
か
し
、
相
談
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
…

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
……

悩
み
ご
と
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

悩
み
ご
と
相
談
室

悩
み
ご
と
相
談
室
をを

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談
員員員員員員員員員員
かかかかかかかかかか
らららららららららら
のののののののののの
メメメメメメメメメメ
ッッッッッッッッッッ
セセセセセセセセセセ
ーーーーーーーーーー

相
談
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジジジジジジジジジジジ

面接相談は予約が必要です。
電話相談は直接おかけください。



悩みごと相談室をご利用ください
新宿区では、日曜・祝日等を除く毎日、悩みごと相談を行っています。
自分自身の生き方・働き方、家族との関係、職場や地域でのトラブルなど、心の問題から法的解決のアドバイス

まで、幅広い相談に対応しています。パートナーや恋人からの暴力にお悩みの場合も、安心してご相談ください。
相談は無料、秘密は固く守ります。お気軽にお電話ください。

新宿区役所 第一分庁舎2階 区民相談室
月曜日 10時～12時・13時～16時
〒160-8484 新宿区歌舞伎町1-5-1

○面接相談
1回の面接は1時間以内です。電話でウィズ新宿
までご予約ください。
☎ 03（3341）0801
（予約受付：日曜・祝日等を除く 8時半～17時）

○電話相談
相談員が直接お受けします。予約はできません。
☎03（3353）2000（日曜・祝日等を除く 10時～12時・13時～15時半）
☎03（5273）3646（月曜日 10時～12時・13時～15時半）
☎03（3341）0905（土曜日 13時～15時半、男性相談員が対応）

新宿区立男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）
月曜日～土曜日 10時～12時・13時～16時
〒160-0007 新宿区荒木町16番地

至新宿 合羽坂下 靖 国 通 り

新 宿 通 り

合羽坂下（高７１高田馬場駅行）

新宿歴史博物館

三栄公園

都営地下鉄
新宿線
曙橋駅
A4出口

外

苑

東

通

り

曙
橋

ガソリンスタンド
防衛省

四谷税務署
三菱東京UFJ銀行

みずほ銀行

津

の

守

坂

東京メトロ丸ノ内線
四谷三丁目

合羽坂下（高７１九段下行）
曙橋（白61練馬車庫行）

児童遊園

新宿区立
男女共同
参画推進
センター

曙
橋（
白
61
新
宿
駅
西
口
行
）み

ず
ほ
銀
行

三
井
住
友
銀
行

ス
タ
ジ
オ

ア
ル
タ

み
ず
ほ
銀
行

三
井
住
友
銀
行

ス
タ
ジ
オ

ア
ル
タ

紀伊国屋

東
京
信
用
金
庫

伊勢丹

花園神社

第一分庁舎第一分庁舎

新宿
区役所

第二分庁舎

区
役
所
通
り

風林
会館

歌舞伎町大ガード 新宿五丁目靖国通り

新宿通り 新宿追分
新宿伊勢丹前

新
宿
駅

東
口

西
武
新
宿
駅

●区役所第一分庁舎2階 区民相談室

●新宿区立男女共同参画推進センター

（ウィズ新宿）

村中 知恵（ソーシャルワーカー）

曜 日

月曜日

寺戸由紀子（元家庭裁判所調査官）
小林 赫子（元家庭裁判所調査官）

水曜日

伊藤 惠子（弁護士）
植草 美穂（弁護士）

火曜日

田中 弘子（“性と生”アドバイザー）木曜日

髙久 洋子（ソーシャルワーカー）
武山ゆかり（医療ソーシャルワーカー）

金曜日

土曜日

土曜日
午後

原田 静枝（ライフスタイルアドバイザー）

瓜生 武（元家庭裁判所調査官）
うりゅう

かく こ

吉川 好昭（元家庭裁判所調査官）

相 談 員

※相談員は都合により入れ替わることがあります。
※相談員は各回１名です。午後は相談員が交代します。
※年末年始・祝日を除きます。

※相談員は都合により入れ替わることがあります。
※相談員は各回１名です。
※年末年始・祝日を除きます。

＊“性と生”アドバイザー：性に関する悩みごとや生き方に
ついての相談をお受けします。

＊ライフスタイルアドバイザー：こころ・家族・生活・キャリア
に関する相談をお受けします。

午前

午後

田 中 弘 子
（“性と生”アドバイザー） 田 中 弘 子

（“性と生”アドバイザー）

第2月曜日を除く毎週第2月曜日

神山美智子（弁護士）

曜 日 相 談 員

月
曜
日

WithShinjukuNo.1159

夫
や
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
す
家
庭
、
こ
の
両
輪

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
保
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
々
の
忙
し
さ
に
精
神
が
不
安
定
と
な

り
、
身
体
に
も
心
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い

う
ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
ぜ
ひ
未
然
に
防
ぎ
た
い
と
の
願
い
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は「
悩
み
ご
と
相
談
室
」を

設
け
、
毎
週
土
曜
日
に
“
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
”
が
悩
み
を
聴
き
、
一
緒
に
心
の

中
を
整
理
し
て
問
題
解
決
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

初
回
は
、
お
互
い
を
理
解
す
る
た
め
に
面
接
。

次
回
か
ら
は
電
話
相
談
、
と
い
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
詳
細
は
電
話
で
も
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
土
曜
日
午
後

瓜
生
武
（
元

家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

男
性
相
談
と
い
う
名
称
の
相
談
を
始
め
て
四

年
余
り
が
経
ち
ま
す
。
男
性
か
ら
の
相
談
は
比

較
的
少
な
く
、
担
当
者
が
男
性
あ
る
い
は
家
庭

裁
判
所
の
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
か
ら
の

相
談
申
込
み
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
と

い
う
存
在
は
、
私
自
身
も
含
め
、
自
尊
心
が
強

く
他
人
に
相
談
す
る
こ
と
が
苦
手
の
よ
う
で
す

が
、
他
人
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
が
気
付
い
て
い
な
い
視
点
を
得
る
と
い
う
意

味
で
、
そ
れ
な
り
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
中
に
、
男
性
の
見
方
や
視
点
を

聞
き
た
い
と
言
っ
て
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
し
て
、

そ
う
い
っ
た
意
味
で
の
利
用
方
法
も
あ
る
か
と

感
心
し
、
積
極
的
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
土
曜
日
午
後

吉
川
好
昭
（
元

家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

最
近
の
男
性
相
談
の
相
談
傾
向
と
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
か
ら
の
相
談
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
相
談
の
主
訴

は
、
自
身
の
暴
力
行
為
を
反
省
し
、
家
を
飛
び

出
し
た
妻
と
話
し
合
い
た
い
の
だ
が
、
警
察
に

家
出
人
捜
索
届
を
出
し
て
も
受
理
し
て
も
ら
え

ず
、
公
的
機
関
も
所
在
に
関
し
て
は
情
報
非
開

示
に
し
て
い
る
た
め
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
と

い
う
も
の
で
、
心
情
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
相
談
者
が
多
い
こ
と
で
す
。
同
様
に
、
彼
ら

か
ら
は
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
い
の
で
実
施
機
関
を
教
え
て
ほ
し
い
と

い
う
切
実
な
依
頼
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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講 座 レ ポ ー ト

「
し
ん
じ
ゅ
く
女
性
団
体
会
議
」
は
、
隔
月
で
研
修
、
視
察
、

講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月
８
日
の
本
講
座
は
一
般
に

公
開
さ
れ
、
区
内
外
か
ら
４１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

前
半
の
講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
課
題
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
局
面
で
、
女
性
・
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
障

が
い
者
・
高
齢
者
等
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
と
い
う
話
や
実

際
に
困
っ
た
事
例
の
紹
介
、「
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
の

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
震
災
が
起
き
た
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る

の
で
は
な
く
、
日
常
の
中
に
あ
る
問
題
が
震
災
に
よ
っ
て
浮
上

す
る
。
防
災
力
を
向
上
す
る
に
は
男
女
共
同
参
画
、
男
女
平
等

社
会
の
実
現
の
取
り
組
み
を
日
常
の
中
で
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」「
女
性
・
多
様
性
の
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
声
を

挙
げ
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら
れ
、
活
発
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
様
な

観
点
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
の
問
題

点
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
女
性
・
多

様
な
視
点
で
の
防
災
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
み
ん
な
で
共
有
し
、

地
域
に
伝
え
て
い
く
こ
と
、
ま
た
関

係
機
関
に
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仕
事
も
生
活
も
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
、
個
人
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と

と
も
に
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
優
秀

な
人
材
の
確
保
・
生
産
性
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
男
女
と
も

働
き
や
す
い
職
場
環
境
・
風
土
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
者
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
る
背
景

と
要
因
、
②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
理
解
、
③
具
体
的
な
対
応
、

④
防
止
の
た
め
の
対
策
、
の
順
に
具
体
例
を
通
し
な
が
ら
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
は
「
同
じ
職
場
で
働
く
者
に

対
し
て
、
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の
優
位

性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的
・
身

体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
を
い

う
。」（
厚
生
労
働
省
）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
識
が
曖
昧
だ
と
混
乱
や
誤
解
が
生
じ
や

す
い
。
わ
か
り
や
す
く
明
確
な
基
準
は
必
要
だ
が
、
実
際
は
線

引
が
難
し
く
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ケ
ー
ス
・

バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
の
お
話
で

し
た
。

具
体
例
を
通
し
な
が
ら
の
説
明
は
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
、
散
髪
や
化
粧
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

３
月
１６
日
に

１６

２３
名
の
受
講
者
を
迎
え
、
化
粧
の
持
っ
て
い
る
意

味
と
そ
の
力
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
地
で
の

活
動
は
、「
化
粧
を
す
る
」
こ
と
が
避
難
所
と
い
う
非
日
常
の
中

で
、
日
常
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
さ
ら
に
「
や
る
気
」

や
「
元
気
」
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

「
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
」
だ
け
と
と
ら
え
ず
に
、
化
粧
を
「
散
髪
や
、

体
、
髪
を
洗
う
こ
と
、
ヒ
ゲ
や
爪
の
手
入
れ
」
と
同
じ
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
、
と
い
う
先
生
の
お
話
は
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
の
化
粧
の
持
つ
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
人
間
は
化
粧
を
せ
ず
に
は
生
き
ら
れ
な
い
動
物
で
あ
る
」

「
化
粧
の
起
源
」「
化
粧
の
意
味
」
な
ど
哲
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
お
話
が
進
み
、
化
粧
を
文
化
と
し
て
と
ら
え
、「
よ
く
生
き
る

た
め
」
の
化
粧
の
役
割
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
加
齢
が
問
題
」と
い
う
意
識
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
お
話
か
ら
、
さ
ら
に
「
美
し
さ
の
基
準
は
、
若
さ

だ
け
で
な
く
、
個
々
人

の
外
の
画
一
的
な
基
準

よ
り
も
自
分
の
中
に
置

く
」こ
と
を
理
解
し「
ス

ロ
ー
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」

と
い
う
生
き
方
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
化
粧
の
意
味
と
そ
の

「
化
粧
の
意
味
と
そ
の
力力
」」

●
し
ん
じ
ゅ
く
女
性
団
体
会
議
公
開
講

●
し
ん
じ
ゅ
く
女
性
団
体
会
議
公
開
講
座座

「
災
害
時
に
女
性
が
地
域

「
災
害
時
に
女
性
が
地
域
でで

活
躍
す
る
た
め
に
は

活
躍
す
る
た
め
に
は
」」

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ーー

健
全
な
職
場
づ
く
り
に
向
け

健
全
な
職
場
づ
く
り
に
向
け
てて

（（
臨
床
心
理
士
・
社
会
保
険
労
務

臨
床
心
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士士
））

講
師
・
涌
井
美
和
子

講
師
・
涌
井
美
和
子
氏氏

●
男
女
共
同
参
画
講

●
男
女
共
同
参
画
講
座座

（（
駒
沢
女
子
大
学
人
文
学
部
教

駒
沢
女
子
大
学
人
文
学
部
教
授授
））

講
師
・
石
田
か
お
り

講
師
・
石
田
か
お
り
氏氏

（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
））

講
師
・
村
田
晶
子

講
師
・
村
田
晶
子
氏氏

【
企
業
に
求
め
ら
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

【
企
業
に
求
め
ら
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
】】

～
職
場
に
お
け
るハラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に

～
職
場
に
お
け
るハラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
～～

～～
よ
く
生
き
る
た
め
の
スロ
ー
ビュー
テ
ィ
ー

よ
く
生
き
る
た
め
の
スロ
ー
ビュー
テ
ィ
ー
～～

化
粧
と
人
間

石
田
か
お
り
著

（
財
団
法
人

法
政
大
学
出
版
局
）
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男女が共に多様な生き方を選択でき、家族や地域社会の一員として責任を分かち合いながら
積極的に活動していくためには、ワーク・ライフ・バランスを実現し、仕事と仕事以外の生活
が共に充実していることが必要です。

３５ねぎしフードサービス（飲食店）

「仕事」と「生活」（子育て、介護、地域活動、自己啓発、趣味の時間など）の調
和の取れた状態をいいます。

平成１９年１２月１８日に策定された「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
憲章」では、仕事と生活の調和が実現した社会づくりとは、具体的には以下のよう
な社会を目指すべきであるとされています。

ᶃब࿑にΑΔࡁܦతཱ͕ࣗՄͳࣾ会
ᶄ݈߁Ͱ๛͔ͳੜ׆のたΊの時͕ؒ֬อͰ͖Δࣾ会
ᶅଟ༷ͳಇ͖ํ・ੜ͖ํ͕બͰ͖Δࣾ会

アルバイト従業員が多く、外国籍の社員も多い中で、組織力を上げるために経営理念など
は外国語に翻訳したり、表彰制度などを採り入れ、働きやすい環境づくりに積極的に取り組
んでいます。また、区立中学校の職場体験や都立特別支援学校のインターンシップ受け入れ
なども実施しました。

【認定の分野】 子育て支援 地域活動支援 介護支援 働きやすい職場づくり

※番号は認定番号

ワワワワワワワワワワーーーーーーーーーークククククククククク・・・・・・・・・・ラララララララララライイイイイイイイイイフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・ババババババババババワーク・ライフ・バララララララララララランンンンンンンンンンススススススススススのののののののののの実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現ンスの実現
～～仕事と家庭、地域活動との調和がとれた生活～～仕事と家～仕事と家庭庭、地域、地域活動との調和がとれた生活活動との調和がとれた生活～～

ワワワワワワワワワワーーーーーーーーーークククククククククク・・・・・・・・・・ラララララララララライイイイイイイイイイフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・ババババババババババラララララララララランンンンンンンンンンスススススススススス（（（（（（（（（（仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事とととととととととと生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活のののののののののの調調調調調調調調調調和和和和和和和和和和））））））））））ととととととととととワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とははははははははははは

ワーク・ライフ・バランス推進企業として新たに認定された
企業をご紹介します。

ワーク・ライフ・バラワーク・ライフ・バランンス推進企業を応援していまス推進企業を応援していますす

このような社会を実現するためには、国民一人ひとりが、自分の働き方や生活、
男女の役割分担意識の見直しを行うとともに、それぞれの企業が労働者と話し合い、
実情に合った効果的な取り組みを主体的に行っていくことが大切です。そして、国
や地方自治体の、企業や国民への積極的な働きかけや支援が必要です。
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企
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
状
況

木
谷
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）：
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
働

く
女
性
の
支
援
、
特
に
育
児
支
援
が
大
切
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
来

は
誰
も
が
仕
事
と
そ
れ
以
外
の
責
任
や
欲
求
を

う
ま
く
調
和
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
働
き
方
を
多

様
に
柔
軟
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
施
策
は
大

き
く
３
つ
に
分
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
働
く
こ
と
、「
ワ
ー
ク
」
に
関
す

る
支
援
で
す
。
労
働
時
間
を
管
理
し
、
休
日
や

休
暇
を
き
ち
ん
と
取
得
し
な
が
ら
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

２
つ
目
は
、「
ラ
イ
フ
」
の
支
援
で
す
。
ラ
イ

フ
の
支
援
に
は
、
４
つ
の
施
策
が
あ
り
ま
す
。

①
育
児
・
介
護
の
支
援
、
②
能
力
開
発
の
支
援
、

③
社
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
④

体
や
心
の
健
康
管
理
支
援
で
す
。

３
つ
目
は
、「
バ
ラ
ン
ス
」の
支
援
で
す
が
、ワ

ー
ク
と
ラ
イ
フ
を
上
手
に
折
り
合
い
を
つ
け
て

い
く
た
め
の
短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務
な
ど
の

多
様
な
働
き
方
で
す
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
働
き
が
い
や
生
き

が
い
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
企

業
に
と
っ
て
も
業
績
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
向
け
て
皆
で
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
新
宿
区

の
よ
う
な
自
治
体
が
地
域
に
密
着
し
た
企
業
や

そ
こ
で
働
く
人
々
、
暮
ら
す
人
々
を
支
援
し
、

企
業
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
後

押
し
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。

メ
グ
ミ
ル
ク

尾
崎
：
こ
の
度
は
、
表
彰
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

私
ど
も
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
で
す
と
か
、
女
性
の
活
躍
と
い
う
視
点
で
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
い
、
制
度
の
枠
組
み

作
り
と
い
う
こ
と
で
は
、
そ
れ
な
り
に
形
が
で

き
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
実
効

性
を
高
め
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

２
月
１６
日
（
土
）、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
人
々
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
目
指
し
て
、
区
民
に
よ
る
実
行

委
員
会
と
区
が
共
同
で
企
画
・
運
営
し
て

い
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２２
年
度
ま
で
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
は
、
今
回
で
１４
回
目
と

な
り
ま
す
。

当
日
は
、
約
３
５
０
名
の
方
が
ご
来
場

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
企
業
に
お
け
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
現
状
や
課
題
、

新
宿
区
の
取
り
組
み
な
ど
の
お
話
し
と
、

田
部
井
淳
子
さ
ん
に
よ
る
元
気
が
出
る
楽

し
い
お
話
し
が
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平成２４年度

第一部
ワーク・ライフ・バランス優良企業 表彰式
企業代表者と区長とのパネルディスカッション
「ワーク・ライフ・バランスが新宿を変える！」
・コーディネーター 麗澤大学経済学部教授 木谷 宏
・パネラー 雪印メグミルク㈱副社長 尾﨑 玲

雪印メグミルク㈱ 畑本 二美
（公財）日本生産性本部 高柳 正人
新宿区長 中山 弘子

平成２５年２月１６日（土）
四谷区民ホール

ととととととととととととととととととととととととととととととととともももももももももももももももももももももももももももももももももともにににににににににににににににににににににににににににににににににに
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすもももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううすすもう!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

男女共同参画フォーラム

未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来未来へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
会場

日時

第二部
講演「人生８合目からがおもしろい」

登山家 田部井 淳子

「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ

ラ
ン
ス
推
進
優
良
企
業

表
彰
」及
び
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

１１
企
業
の
中
か
ら
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

㈱（
代
表
取
締
役

中
野
吉
晴
）が
ア

イ
デ
ィ
ア
賞
を
受
賞

第一部

育
児
や
介
護
休
業
中
の
社
員
の
支
援
、
制
度
の

周
知
、
女
性
の
活
躍
の
推
進
、
地
域
活
動
の
支

援
と
、
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
育
児
支
援
と
し
て
法
定
よ
り
少
し
長
い
期

間
利
用
で
き
る
時
間
短
縮
勤
務
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
介
護
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
つ
の
理
由

で
２
年
間
時
間
短
縮
勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
制

度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
一
度
退
職
し
た

社
員
に
つ
い
て
も
、「
ジ
ョ
ブ
リ
タ
ー
ン
制
度
」

を
用
意
し
、
社
員
と
し
て
働
け
る
制
度
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

制
度
の
周
知
も
大
変
重
要
と
考
え
、
そ
れ
ら

の
制
度
に
つ
い
て
、
社
内
報
や
社
内
の
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
な
ど
で
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

当
社
独
自
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、「
イ

ク
メ
ン
パ
ッ
ク
」
と
い
う
名
で
、
お
子
様
が
生

ま
れ
た
男
性
職
員
に
当
社
製
品
の
粉
ミ
ル
ク
と

一
緒
に
具
体
的
な
育
児
支
援
制
度
を
説
明
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
の
推
進
で
は
、
能
力
開
発
と
い

う
側
面
で
女
性
や
上
司
向
け
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
事
業
所
ご
と
に
勉
強
会
を
実
施
し
、

各
職
場
で
の
声
を
具
体
的
に
拾
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
動
の
支
援
と
い
う

こ
と
で
、
小
学
校
へ
の
食
育
授
業
の
展
開
や
地

み
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

か
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

メ
グ
ミ
ル
ク

畑

本
：
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

私
ど
も
で
は
、
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に
生
か
せ
る
な
ど
、
自
分
の
得
意
な
分
野
で
そ

れ
ぞ
れ
が
地
域
に
関
わ
っ
て
い
く
社
会
に
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
地
域
の

皆
さ
ん
に
町
会
や
自
治
会
の
活
動
、
子
ど
も
た

ち
や
高
齢
者
を
支
え
る
活
動
、
自
分
自
身
が
元

気
に
な
る
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

が
、
新
宿
区
の
強
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

木
谷（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）：
最
後
に

こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や

女
性
の
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
お
考
え
で
す
か
？

メ
グ
ミ
ル
ク

尾
崎
：
現
時
点
で
の
課
題
は
、

施
策
や
制
度
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
、
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
会
社
の
業
績
に
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
ま
で
は

「
女
性
」
と
い
う
切
り
口
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
女

性
ら
し
い
働
き
方
と
い
う
の
で
は
な
く
、
男
女

を
問
わ
ず
そ
の
人
ら
し
い
多
様
な
働
き
方
が
で

き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
生
産
性
本
部

高
柳
：
先
ほ
ど
の
課
題
に

対
し
て
、
１
つ
目
の
属
人
的
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
制
度
を
明
文
化
し
な
い
場
合

の
対
応
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
お
伝
え
し
、
企
業

が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
制
度
の
明
文
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

２
つ
目
の
会
社
と
し
て
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
・

域
で
の
料
理
教
室
を
実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
つ
な
が
っ
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

中
山
区
長
：
新
宿
区
で
は
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
を「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
」

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
企
業
に
も
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

派
遣
し
て
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、

そ
の
企
業
に
あ
っ
た
取
り
組
み
か
ら
始
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

企
業
の
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
難
し
い
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
新
宿
区
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
を
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
区
と
の
契
約

の
相
手
方
を
選
定
す
る
際
に
優
先
す
る
、
有
利

な
条
件
で
の
融
資
の
斡
旋
が
受
け
ら
れ
る
と
い

っ
た
優
遇
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

小
企
業
を
対
象
に
男
性
社
員
に
育
児
・
介
護
休

業
制
度
や
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
を
積
極
的
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
３０
万
円
を
限
度
と

し
て
給
料
な
ど
の
人
件
費
に
係
る
経
費
を
支
給

す
る
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
支

援
を
一
つ
ず
つ
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

日
本
生
産
性
本
部

高
柳
：
区
内
の
中
小
企
業

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
で
す
。
ま
ず
、
現
状

の
１
つ
目
は
、
例
え
ば
従
業
員
の
お
子
様
が
病

気
に
な
っ
た
と
き
に
経
営
者
の
判
断
で
勤
務
時

間
の
調
整
を
す
る
な
ど
、
非
常
に
柔
軟
性
を
持

っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、
社

員
の
働
き
や
す
さ
を
高
め
る
た
め
の
多
様
な
働

き
方
の
選
択
肢
を
経
営
者
の
判
断
で
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、

こ
の
人
し
か
で
き
な
い
と
い
う
仕
事
の
仕
方
を

改
め
、
育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
と
き
に
も
職

場
に
影
響
が
出
な
い
で
済
む
よ
う
な
チ
ー
ム
と

し
て
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
方
、
課
題
の
１
つ
目
は
働
き
や
す
い
職
場

に
す
る
た
め
の
種
々
の
制
度
に
つ
い
て
明
文
化

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
場
当
た
り
的
な
対

応
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
、

ど
う
し
て
も
日
常
業
務
や
業
績
が
優
先
さ
れ
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み

が
、
経
営
の
優
先
度
の
中
で
低
く
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
あ
る
こ
と
で
す
。

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を

推
進
す
る
た
め
に

質
問

木
谷（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）：
区
と
し

て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
ま
す
か
？

区
長
：
多
様
性
を
力
と
す
る
こ
と
が
大
変
重
要

な
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々
が
例
え
ば
町
会
や
消

防
団
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
支
え
手
と
な
り
、

私
た
ち
の
社
会
が
抱
え
る
今
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
子
育
て
が
一
段
落
し
た
人
で
あ
れ
ば

そ
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
世
代
の
人
た
ち

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
こ
と
が
業
務

を
強
く
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
こ
と
で
社
員
の
生

活
の
充
実
を
図
り
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
、
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で

人
材
の
定
着
化
を
図
り
優
秀
な
人
材
を
確
保
で

き
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
短
期
的
に
は
コ
ス

ト
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
将
来
へ
の
投
資
と
い
う
こ
と
で
続

け
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
し
を
し
て
理
解
を
求

め
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

木
谷

宏
先
生

田
部
井

淳
子
氏

（
登
山
家
）

「
人
生
８
合
目
か
ら

が
お
も
し
ろ
い
」

講
演

私
は
、
以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
雲
の
上
の
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
と
い
う
番
組
に
出
演
し
、
同
行
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
と
も
に
最
終
目
的
地

の
ダ
ン
ジ
ャ
ル
ム
を
目
指
し
、
２３
日
間
を
か
け

て
縦
走
し
ま
し
た
。
雨
の
日
が
多
く
大
変
で
し

た
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
「
私
た
ち
の
歩
く
一

歩
は
４０
～
４０

５０
㎝
だ
が
、
一
歩
一
歩
を
続
け
て
き

た
結
果
と
し
て
、
ダ
ン
ジ
ャ
ル
ム
に
今
立
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
に
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
は
あ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
た
ん

だ
と
大
変
勇
気
が
湧
き
、
自
分
は
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
自
信
を
持
て

第二部田
部
井
淳
子
さ
ん
は
、
登
山
家
と
し
て
、

ま
た
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
多
方
面

で
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
夢
を

か
な
え
ら
れ
た
田
部
井
さ
ん
に
は
多
く
の
人

が
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
２０
年
前
か
ら
山
岳
環
境
保
護
団
体
を

立
ち
上
げ
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
東
日

本
大
震
災
後
に
は
、
す
ぐ
に
東
北
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
が
家
に
ば
か
り
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

少
し
で
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
と
ハ
イ
キ
ン

グ
を
企
画
し
、
今
も
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。被

災
後
３
か
月
ぶ
り
に
一
緒
に
歩
い
た
こ
と

を
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ご
夫
婦
が
い
ま

し
た
。
長
い
避
難
所
生
活
に
疲
れ
て
気
持
ち
に

余
裕
が
持
て
ず
に
い
た
け
れ
ど
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
持
ち
が
明
る
く

な
り
前
向
き
に
な
っ
た
と
い
う
子
育
て
中
の
女

性
な
ど
、
元
気
が
出
た
、
あ
し
た
か
ら
が
ん
ば

る
ぞ
と
い
う
声
を
聞
く
と
、
こ
ち
ら
も
「
あ
ぁ

～
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
と
い
う
多
感
な
年
ご
ろ
で
あ

る
こ
の
時
期
に
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
震
災
に
あ
っ
た
こ
と
で
受
け
た
で
あ
ろ
う
大

き
な
心
の
傷
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
、
生
き
る
希

望
を
持
っ
て
ほ
し
い
、
前
向
き
に
生
き
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
被
災
し
た
高
校
生

６０
人
を
招
待
し
、
富
士
登
山
を
計
画
し
ま
し
た
。

地
元
山
梨
県
富
士
吉
田
市
に
協
力
を
求
め
る
と
、

地
元
の
高
校
生
と
の
交
流
登
山
の
提
案
が
あ
り
、

地
元
高
校
生
３０
人
も
登
山
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
、
一
人
の
落
伍
者
も
な
く
全

員
無
地
に
富
士
登
山
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

震
災
の
と
き
、
目
の
前
で
人
が
流
さ
れ
、
肉

親
が
な
く
な
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
夢
も

希
望
も
な
く
し
無
常
観
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
富
士
山
に
登
る
こ
と
で
何
か
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
で
参
加
し
ま
し
た

と
い
う
高
校
生
、
親
や
先
生
、
友
だ
ち
に
誘
わ

れ
、
心
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
吹
っ
切
り
た
い
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
と
い
う
高
校
生
。
大
切
な

も
の
を
た
く
さ
ん
失
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
と
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な

れ
る
よ
う
に
と
参
加
し
た
高
校
生
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

後
日
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
に
も
、「
あ
の
時

あ
き
ら
め
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
」「
苦
し
く
て

あ
き
ら
め
そ
う
に
な
っ
た
時
、
出
会
っ
た
ば
か

り
の
他
の
高
校
生
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
、

自
分
は
一
人
で
は
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
生
き
る
う
え
で

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
震
災
で
父
親
を
亡
く
し
、
唯
一
遺
品
と

し
て
残
さ
れ
た
携
帯
電
話
を
身
に
着
け
て
富
士

山
頂
を
目
指
し
山
頂
か
ら
母
親
に
メ
ー
ル
を
し

た
高
校
生
は
、
後
日
、
母
親
が
感
激
し
て
手
紙

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
富
士
登
山
を
し
た
こ
と

で
自
分
は
何
か
自
信
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
を

書
い
て
く
だ
さ
っ
た
高
校
生
が
多
く
、
や
は
り

一
歩
一
歩
登
っ
て
行
け
ば
何
か
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
る
ん
だ
と
体
で
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
私
は
今
７３
歳
で
す
が
今
ま
で
よ
り
も

も
っ
と
も
っ
と
密
度
濃
く
生
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
自
分
自
身

の
生
活
を
積
み
重
ね
、
歴
史
を
豊
か
な
も
の
に

し
た
い
で
す
。
い
ず
れ
死
ん
で
い
く
と
き
、
あ

ぁ
～
面
白
か
っ
た
、
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た

と
思
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い

ま
す
。

今
も
年
間
１
０
０
日
以
上
は
山
歩
き
が
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
楽
し
ま
な
く
て
は
と
、
シ
ャ
ン

ソ
ン
を
習
い
、
１
年
半
後
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

˔長年、委員として参画させて頂き、男女共
同参画社会実現を目指す区民と職員が「と
もにすすもう！ 未来へ！」をテーマに話
し合ったことで、市民意識の啓発事業とし
て開催できたように感じます。参加者に新
宿区民憲章の印刷物を配布出来たことも嬉
しく思いました。 （石田孝子）
˔三十周年にふさわしく講演者は田部井淳子
さんにお願いする事が出来ました。当日区
民ホールに、いかに大勢のお客様が入場し
て下さるか課題でした。「山では遅い人に
歩調を合せ、みんなで一緒にゆっくり登る。
未来の社会もそうであってほしい」と大変
盛況の内に終わりました。 （植竹信子）
˔実行委員として活動し、多くの事を学ばせ
て頂きました。特に、ウィズ新宿開館三十
周年記念フォーラムを意識し、多くの方に
参加して頂けるように工夫し努力したこと
は、とても良かったと思います。今後、多
くの方に参画して頂き更なる発展を希望し
ます。 （金澤由利子）
˔私は、色々な所で区の行事に参加させてい
ただいておりますが、今日は、実行委員の
皆様の気持ちの良さ、そして初めての人を
迎える暖かさを実感しました。実行委員と
して働ける事、そして出演していただく先

生の熱意等、この企画でなければ味わえな
い良い経験ができたと、心より思いました。
感謝に堪えません。ありがとうございます。

（金山さかえ）
˔フォーラムでは田部井淳子さんの講演。女
性で最初の世界最高峰エベレストに登頂、
また七大陸の最高峰にも女性初の成功をし
た田部井さんは登山で遅い人の歩調に合わ
せてゆっくり登る。チームワークを大切に
する。登山だけでなく社会生活でも非常に
大事な事です。 （川端喜美）

˔実行委員会に初参加し、委員の方々の熱意
に驚き、また新鮮さを覚えました。当日は
講師の接待係になり、田部井淳子さんは著
書のとおり、夫妻で「ともに歩む」を実践
されていることを確認しました。聴衆の方
に実感してもらえる講演時間が不足したこ
とは残念です。 （佐竹蓉子）

˔本当に幸運な事にフォーラムの講師に田部
井淳子さんが早々に決まった事で、色々な
準備がとてもスムーズに進みました。そし
て何よりも、委員全員が一番心配していた
来場されたお客様方に心から嬉んで頂ける
事が出来て、感慨無量でございました。本
当に良かったです。関係者の皆様に心から
感謝致します。 （藤木紀一郎）

実実実実実実実実実実行行行行行行行行行行委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会かかかかかかかかかかららららららららららのののののののののの一一一一一一一一一一実行委員会からの一言言言言言言言言言言言 く
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
で
「
怖
い
も
の
知
ら

ず
の
女
た
ち
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
か
ら

来
年
も
や
っ
て
ね
と
い
う
声
に
励
ま
さ
れ
、
次

の
年
は
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
翌
年
に
ま
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

「
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
女
た
ち
」
と
い
う
本
も

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
歌
も
習
い
出
し
ま
し
た
が
、

日
本
人
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
や
は
り
日
本

の
伝
統
芸
能
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

謡
曲
と
仕
舞
も
習
い
始
め
ま
し
た
。「
あ
し
た

何
を
す
る
」
で
は
な
く
「
あ
し
た
こ
れ
を
す
る
」

と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い
た
方
が
、
元
気
が
出

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
に
は
登
山

の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
立
て
た
予
定
と
実
際

が
一
致
す
る
よ
う
な
、
口
先
だ
け
で
は
な
い
生

き
方
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



「22.5％」
「職場」で男女平等であると感じる

と答えた人の割合

さまざまな分野での男女平等と感じる割合
（新宿区区政モニター調査）

71.7％
72.3％

社会通念・慣習・
しきたりなど

法律や制度の上で

学校教育の場で

地域活動の場で

家庭生活で

職場で

社会全体として

政治の場で

52.7％
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45.0％
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保育園と幼稚園の機能を合わせ持ち、小学校入学前の子どもに保育と教育を一体的に行
うとともに、地域の子育て家庭の支援を行う施設です。
平成２５年４月より下記５園が子ども園になりました。子育て支援として未就園親子の交
流の場を提供します。大木戸子ども園では定期利用型の一時保育も行われます。

男
性
の
育
児
・
介
護
休
業

等
の
取
得
が
あ
っ
た
中
小

企
業
へ
の
奨
励
金
の
支
給

な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
区
の
審

議
会
等
で
の
女
性
委
員
の

活
用
の
促
進
な
ど
男
女
共

同
参
画
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
後
、さ
ら

に
多
く
の
企
業
や
区
民
の

方
に
取
り
組
み
を
理
解
し

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
事
業
の
周
知
等
を
積

極
的
に
行
い
、
職
場
や
政

治
の
場
な
ど
で
の
男
女
平

等
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

新
宿
区
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
男
女
平
等
意
識
に
つ
い
て
、「
平

等
で
あ
る
」
は
、「
学
校
教
育
の
場
で
」

が
７１
・
７
％
と
７
割
を
超
え
、
他
の
分

野
と
比
べ
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
職
場
で
」
は
２２
・
５
％
、

「
政
治
の
場
で
」
は
１８
・
９
％
と
男
女

平
等
意
識
は
低
い
水
準
で
推
移
し
て
お

り
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企
業
へ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
や

分
野
に
よ
る
男
女
平
等

意
識
の
違
い

区立保育園５園が
区立子ども園として
開園しました

区立保育園５園区立保育園５園がが
区立子ども園とし区立子ども園としてて
開園しまし開園しましたた

旧四谷保育園緯3358害1431四谷４害１７˔大木戸子ども園

旧信濃町保育園緯3357害6853信濃町２０˔しなのまち子ども園

旧戸山第一保育園緯3202害7879戸山２害２６害１０１˔戸山第一子ども園

旧西落合保育園緯3954害1064西落合１害３１害２４˔西落合子ども園

旧北新宿第二保育園緯3365害0225北新宿３害２０害２˔北新宿子ども園

新宿区広報ビデオで子ども園が紹介されています。
http://www.city.shinjuku.lg.jp/video/video0090.html
新宿区HPの子ども園のページも合わせてご覧ください。
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kodomo/index04_0703.html

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももも子ども園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
とととととととととととととととととととととととととととととととととはははははははははははははははははははははははははははははははははとは…………………………………………………………………………………………

子ども園推進課 緯5273害4047問合せ



至新宿 合羽坂下 靖 国 通 り

新 宿 通 り

合羽坂下（高７１高田馬場駅行）

新宿歴史博物館

四谷税務署
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新宿区子ども家庭部男女共同参画課
新宿区立男女共同参画推進センター
〒160-0007 東京都新宿区荒木町16番地
TEL（3341）0801 FAX（3341）0740

発 行

発行日 平成25年7月29日

男女共同参画推進センターも、区民の皆さまに
ご利用いただき、さまざまな歴史を刻みながら、
今年１月に開館３０周年を迎えることができました。
ありがとうございます。

情報誌も今回で１１５号となります。これからも、
さまざまな切り口から男女共同参画の情報を発信
し、魅力ある情報誌にしていきたいと思います。
今後とも、どうぞよろしくお願いします。

男女共同参画社会に向けて

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）では、セン
ター登録団体および新宿区内で継続的に活動する１０名以
上（過半数が区内在住・在勤）の団体との協働で、男女
共同参画をテーマにした講座を実施しています。
昨年度は「絵本の読み聞かせ（新宿区家庭教育グルー
プ連絡会）」「未来につなげよう健康な食生活（新宿区婦
人団体協議会）」「ジェンダーって何？（新日本婦人の会
新宿支部）」ほか、全８講座を実施しました。
応募された団体には、企画内容を所定応募用紙で提案
し審査を経て、実施に向けての取り組みをすすめていた
だきます。
皆さんの日頃の活動を広く知っていただき、同時に男
女共同参画の意識を高めていくためのよい機会となりま
す。ぜひ、ご応募をお待ちしております。
詳しくは、男女共同参画推進センターまでお問い合わ
せください。

区民から公募した９名の編集委員で平成２５年度の編集
委員会がスタートしました。３日間の編集講座を経て基
礎を学び、編集会議を重ねながら本誌１１６号（１０月発行）、
１１７号（３月発行）を作成していきます。どうぞご期待く
ださい。

編集委員会スタート

３Ｆ 会議室

２Ｆ 図書資料コーナー
交流コーナー
悩みごと相談室

１Ｆ 受付・事務室
閲覧コーナー
図書カウンター

Ｂ１ ワーク室

月～土曜日
午前９時～午後８時

日曜日
午前９時～午後５時

開館時間

˗図書の貸出し
月～土
午前９時～午後５時

˗会議室の利用
月～日
午前９時～午後１０時

˗悩みごと相談室（電話・面接）
月～土
午前１０時～午後４時

ウィズ新宿とのパートナーシップ講座

平
成
平
成
２５２５
年
度
年
度
のの

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。。

編 集 後 記
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